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道路ネットワークは，ひとたび被害が生じれば復旧・復興まで長期にわたっ

て使用不能になることも考えられ，災害が発生しても深刻な機能低下に陥らな

い，すなわち頑健性の高い道路ネットワークの構築が重要といえる．道路ネッ

トワークの頑健性評価においては，想定される被害に応じて道路の混雑状況が

変化し，その結果として交通状況が変化する．本研究では，被災による利用者

の対応行動を考慮し，確率的に生起する道路の機能低下に対する道路ネットワ

ーク全体での頑健性を評価する手法論を開発することをめざす． 

評価の際に，本研究ではネットワーク容量信頼性指標を用いる．ネットワー

ク容量信頼性とは，「ネットワーク容量がある設定された閾値以上である確率」

と定義できる．容量信頼性指標が高いことは，様々な被災パターンに対しネッ

トワークが破綻する確率が低い，という意味で頑健性が高いといえる．また，

利用者の対応行動としては，ドライバーの認知エラーを考慮可能な Probit 型確

率的利用者均衡配分モデルを適用し，これを下位問題に有する容量最大化問題

を用いてモンテカルロシミュレーションにより容量信頼性指標を算定する．単

純化した岐阜市道路ネットワークにおいて適用計算を行い，その結果を踏まえ，

提案した手法の妥当性を検証する． 
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